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表 1 :機能の履歴

説明リリース情報機能名

この機能により、Cisco IOSXE
SD-WANデバイス CLIテンプ
レートまたは CLIアドオン機
能テンプレートを使用して、
Cisco Unified Border Element
（CUBE）機能を設定できま
す。

Cisco IOS XEリリース 17.7.1a

Cisco vManageリリース 20.7.1

Cisco Unified Border Elementの
設定

この章では、Cisco Unified Border Element（CUBE）のデバイスの設定について説明します。

• CUBEに関する情報（1ページ）
• CUBE構成でサポートされるデバイス（2ページ）
• CUBE設定の制約事項（2ページ）
• CUBEの使用例（2ページ）
• CUBEの設定（3ページ）
• CUBEコマンド（4ページ）

CUBEに関する情報
CUBEは、2つのVoIPネットワーク間で音声およびビデオ接続をブリッジします。これは、IP
ベースの音声トランクによる物理的な音声トランクの置換を除き、従来の音声ゲートウェイに

類似しています。従来のゲートウェイは、PRIなどの回線交換接続を使用してVoIPネットワー
クを電話会社に接続します。CUBEは、VoIPネットワークを他の VoIPネットワークに接続
し、インターネット電話サービスプロバイダー（ITSP）にエンタープライズネットワークを
接続します。

CUBEは、従来のセッションボーダーコントローラ（SBC）機能と、さまざまな高度な機能
を提供します。
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デバイス CLIテンプレートまたは CLIアドオン機能テンプレートを使用して、CUBEの Cisco
IOS XE SD-WANデバイスを設定できます。

CUBEのセットアップ、機能、使用法、設定、および関連トピックの詳細については、『Cisco
Unified Border Element Configuration Guide』を参照してください。

CUBE構成でサポートされるデバイス
• Cisco 1000シリーズサービス統合型ルータ

• Cisco 4000シリーズサービス統合型ルータ

• Cisco Catalyst 8200シリーズエッジプラットフォーム

• Cisco Catalyst 8300シリーズエッジプラットフォーム

• Cisco Catalyst 8000vソフトウェアルータ

• Cisco ASR 1001-Xルータ

• Cisco ASR 1002-Xルータ

• Cisco ASR1000-RP3モジュール、およびCisco ASR1000-ESP100またはASR1000-ESP100-X
エンベデッドサービスプロセッサを搭載した Cisco ASR 1006-Xルータ

• RP2ルートプロセッサおよび Cisco ASR 1000-ESP40エンベデッドサービスプロセッサを
搭載した Cisco ASR 1004ルータ

• RP2ルートプロセッサおよび Cisco ASR 1000-ESP40エンベデッドサービスプロセッサを
搭載した Cisco ASR 1006ルータ

• RP2ルートプロセッサおよび Cisco ASR 1000-ESP40エンベデッドサービスプロセッサを
搭載した Cisco ASR 1006-Xルータ

CUBE設定の制約事項
CUBEでは、可用性の高い構成はサポートされていません。

CUBEの使用例
CUBEを使用して、次のようなさまざまなアプリケーションのセッションボーダーコントロー
ラ要素を設定できます。

•集中型またはローカルの PSTNブレークアウトを備えた Cisco Unified Communications
Manager（または別の呼制御アプリケーション）を使用した、企業のオンプレミスベース
のコラボレーション機能
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/cube/ios-xe/config/ios-xe-book.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/cube/ios-xe/config/ios-xe-book.html


•大企業向けのシスコがホストするクラウドサービスである Cisco Unified Communications
Manager Cloudのローカルブレークアウトゲートウェイ

• Cisco Webex Callingの企業内の PSTN接続（BYoPSTN; Bring Your Own PSTN）オプション
を有効にするローカルゲートウェイ

• Cisco Webex Cloudへの直接の VoIPルーティング、または既存の PSTNサービスを介した
Cisco Webex Meetingsの Edge Audio

CUBEの設定
CUBE機能を使用するようにデバイスを設定するには、デバイスの Cisco IOS XE SD-WANデ
バイス CLIテンプレートまたは CLIアドオン機能テンプレートを作成します。

デバイス CLIテンプレートの詳細については、「Cisco IOS XE SD-WANデバイスルータの CLI
テンプレート」を参照してください。

CLIアドオン機能テンプレートの詳細については、「CLIアドオン機能テンプレート」を参照
してください。

CUBEの設定および使用法の詳細については、『Cisco Unified Border Element Configuration
Guide』を参照してください。

CLIテンプレートでの使用が Cisco SD-WANでサポートされる CUBEコマンドの詳細について
は、「CUBEコマンド」を参照してください。

次に、CLIアドオンテンプレートを使用した基本的な CUBE設定の例を示します。
voice service voip
ip address trusted list
ipv4 10.0.0.0.255.0.0.0
ipv6 2001:DB8:0:ABCD::1/48
!
allow-connections sip to sip
sip
no call service stop
!

dial-peer voice 100 voip
description Inbound LAN side dial-peer
session protocol sipv2
incoming called number .T
voice-class codec 1
dtmf-relay rtp-nte
!
dial-peer voice 101 voip
description Outbound LAN side dial-peer
destination pattern [2-9].........
session protocol sipv2
session target ipv4:10.10.10.1
voice-class codec 1
dtmf-relay rtp-nte
!
dial-peer voice 200 voip
description Inbound WAN side dial-peer
session protocol sipv2
incoming called-number .T
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/sdwan/configuration/system-interface/ios-xe-17/systems-interfaces-book-xe-sdwan/cli-template.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/sdwan/configuration/system-interface/ios-xe-17/systems-interfaces-book-xe-sdwan/cli-template.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/sdwan/configuration/system-interface/ios-xe-17/systems-interfaces-book-xe-sdwan/cli-add-on-feature-template.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/cube/ios-xe/config/ios-xe-book.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/cube/ios-xe/config/ios-xe-book.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/sdwan/configuration/system-interface/ios-xe-17/systems-interfaces-book-xe-sdwan/m-configure-cisco-unified-border-element.html#Cisco_Concept.dita_0300a1a6-7138-451c-abcc-a78261e176e8


voice-class codec 1
dtmf-relay rtp-nte
!
dial-peer voice 201 voip
description Outbound WAN side dial-peer
destination pattern [2-9].........
session protocol sipv2
session target ipv4:20.20.20.1
voice-class codec 1
dtmf-relay rtp-nte

CUBEコマンド
次の表に、CUBE設定用に Cisco SD-WAN CLIテンプレートでサポートされているコマンドを
示します。[Command]列のコマンドをクリックして、コマンド、その構文、および使用法に関
する情報を表示します。

表 2 : CUBE設定用の Cisco SD-WAN CLIテンプレートコマンド

説明コマンド

ゲートウェイ以外のエンドポイントからのシグナリングお

よびメディアピアアドレスを非表示にします。

address-hiding

SIPトランク上で代替ネットワークアドレスタイプ
（ANAT）を有効にします。

anat

着信コールのダイヤルピアを識別するために使用される完

全な形式の E.164電話番号を指定します。
answer-address

アプリケーションコンフィギュレーションモードを開始

して、アプリケーションを設定します。

application (global)

着信 SIP要求または応答メッセージでアサートされた ID
ヘッダーのサポートを有効にし、発信SIP要求または応答
メッセージでアサートされた IDプライバシー情報を送信
します。

asserted-id

SIP非対称ペイロードサポートを設定します。asymmetric payload

音声と画像（T.38Faxの場合）メディアタイプのみを許可
し、他のすべてのメディアタイプをドロップします。

audio forced

SIPダイジェスト認証を有効にします。authentication

特定のインターフェイスの IPv4または IPv6アドレスに対
するシグナリングおよびメディアパケットの送信元アドレ

スをバインドします。

bind
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-a1.html#wp4017578750
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-a1.html#wp3589492460
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-a1.html#wp3098570487
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-a1.html#wp1895224409
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-a1.html#wp1052365203
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-a1.html#wp3926985367
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-a1.html#wp2656951562
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-a1.html#wp8031865520
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-b1.html#wp2714966862


説明コマンド

CUBEで特定の着信SIP暫定応答メッセージをドロップす
る（渡さない）ようにグローバル設定を構成します。

block

短期間に受信する着信コール数（コールスパイク）の制限

を設定します。

call spike

ゲートウェイのグローバルリソースを有効にします。call threshold global

ローカルリソースが使用できない場合にルータが実行する

アクションを設定します。

call treatment action

ローカルリソースが使用できない場合の発信者に対する切

断の理由を指定します。

call treatment cause-code

すべての ISDNトランクがビジーアウトになっているが、
スイッチがビジーアウトトランクを無視し、ISDNコール
をゲートウェイに送信する場合の ISDNコールの拒否原因
コードを指定します。

call treatment isdn-reject

ローカルリソースが利用できない場合にコールを処理する

ためのコール処理を有効にします。

call treatment on

VoIPネットワークの SIPエンドポイントでコールモニタ
リングメッセージング機能を有効にします。

callmonitor

グローバル設定レベルでヘッダーベースのルーティングを

有効にします。

call-route

ネットワーク提供の ISDN番号を ISDN発信側情報要素ス
クリーニングインジケータフィールドに渡し、音声サー

ビス VoIP設定モードで発信側の名前と番号を発信者回線
識別子から削除します。または、Remote-Party-IDおよび
Fromヘッダーで欠落している [Display Name]フィールド
を置き換えることにより、発信者番号の表示を許可しま

す。

clid

ダイヤルピアで使用するコーデックのリストを優先順位

を付けて指定します。

codec preference

ビデオエンドポイントに必要なオーディオおよびビデオ機

能を定義します。

codec profile

CUBEのエンドポイント間で透過的に配信できるように、
コーデック機能を有効にします。

codec transparent
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-b1.html#wp3815548589
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-c3.html#wp1010686952
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-c3.html#wp5428933540
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-c3.html#wp2282667311
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-c3.html#wp2316913244
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-c3.html#wp3029659803
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-c3.html#wp5413403640
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-c3.html#wp1996212896
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-c3.html#wp5937462760
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-c6.html#wp7779048240
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-c6.html#wp3062054142
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-c6.html#wp4000473686
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-c6.html#wp8405214300


説明コマンド

サポートされている最小リリース：Cisco vManageリリー
ス 20.10.1および Cisco IOS XEリリース 17.10.1a。ファイ
アウォールの背後にあるエンドポイントのSIP登録のTCP
接続を再利用します。

conn-reuse

UDP経由で要求を送信するためにグローバルリスナーポー
トを使用します。

connection-reuse

302パススルーの場合にレッグから別のレッグへのContact
ヘッダーのパススルーを設定します。

contact-passing

アウトバウンド VoIPコールのコールプログレス分析
（CPA）アルゴリズムを有効にし、CPAパラメータを設
定します。

cpa

UP状態のときにSIP登録メッセージを送信するようにSIP
TDMゲートウェイまたは CUBEを設定します。

ログイン情報

リモートデバイスアドレスに対応する Transport Layer
Security（TLS）ハンドシェイク中に使用される trustpoint
trustpoint-nameキーワードおよび引数を指定します。

crypto signaling

ダイヤルピアに適用する名前付き制限クラス（COR）を
指定します。

dial-peer cor custom

制限クラス（COR）リスト名を定義します。dial-peer cor list

DSPファームプロファイルコンフィギュレーションモー
ドを開始し、DSPファームサービス用のプロファイルを
定義します。

dspfarm profile

CUBEから送信されるRFC2833パケットの dtmf-digit begin
イベントと dtmf-digit endイベント間の遅延を有効にし、
CUBEから RFC 4733準拠の RTP Named Telephony Event
（NTE）パケットを生成します。

dtmf-interworking

Early Dialogで Session Description Protocol（SDP）を使用
して UPDATE要求をブロックします。

early-media update block

アウトレッグでアーリーオファーを使用して SIP Inviteを
送信するように CUBEに強制します。

early-offer

緊急電話番号のリストを設定します。Emergency（致命的）

ダイヤルピアで使用される SIPエラーコードを設定しま
す。

error-code-override
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https://www.cisco.com/content/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-c6.html#wp3577417660
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-c6.html#wp1622025569
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-c6.html#wp2177848521
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-c6.html#wp2420922673
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-c6.html#wp3153621104
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr1/vcr1-cr-book/vcr-c6.html#wp1636886959
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr2/vcr2-cr-book/vcr-d1.html#wp7407013010
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr2/vcr2-cr-book/vcr-d1.html#wp3204481964
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr2/vcr2-cr-book/vcr-d2.html#wp3539327210
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr2/vcr2-cr-book/vcr-d2.html#wp8622888330
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr2/vcr2-cr-book/vcr-e1.html#wp4203454745
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr2/vcr2-cr-book/vcr-e1.html#wp3350229210
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr2/vcr2-cr-book/vcr-e1.html#wp5017691870
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr2/vcr2-cr-book/vcr-e1.html#wp2148244563


説明コマンド

着信SIPレッグから発信SIPレッグへのエラーメッセージ
の通過を有効にします。

error-passthru

G.729コーデックの相互運用性の設定を構成し、annexb属
性が存在しない場合にデフォルト値をオーバーライドしま

す。

g729-annexb override

SIPエンドポイントの VoIPダイヤルピアのアウトバウン
ドレッグで、すべてのコールに対してグローバルコール

ID（GCID）を有効にします。

gcid

SIP INVITE、SUBSCRIBE、およびNOTIFYメッセージと
の間でのヘッダーの受け渡しを有効にします。

header-passing

Diversionヘッダーのホスト部分に sip-uaレジストラドメ
イン名または IPアドレス値を入力し、302応答の Contact
ヘッダーをリダイレクトします。

host-registrar

アイドル状態の接続を終了する前にHTTPクライアントが
待機する秒数を設定します。

http client connection idle timeout

同じ接続を使用して複数のファイルをロードできるよう

に、HTTP持続接続を有効にします。
http client connection persistent

接続の試行を中止するまでに、HTTPクライアントがサー
バーによる接続の確立を待機する秒数を設定します。

http client connection timeout

QoSの DSCP値を設定します。ip qos dscp

発信メッセージの From、Call-ID、およびRemote-Party-ID
ヘッダーの物理 IPアドレスの代わりに、DNSホスト名ま
たはドメインを localhost名として使用するように CUBE
をグローバルに設定します。

localhost

特定の VoIPダイヤルピアの着信接続または発信接続の最
大数を指定します。

max-conn

CUBEの介在なしにメディアパケットがエンドポイント間
を直接通過できるようにします。シグナリングサービスも

有効にします。

メディア

詳細なコール統計の収集を無効にします。media disable-detailed-stats

メディアプロファイルを作成して、音響衝撃保護パラメー

タを設定します。

media profile asp
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr2/vcr2-cr-book/vcr-e1.html#wp2069028434
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr2/vcr2-cr-book/vcr-g1.html#wp7209864940
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr2/vcr2-cr-book/vcr-g1.html#wp1352210826
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr2/vcr2-cr-book/vcr-h1.html#wp3537101431
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr2/vcr2-cr-book/vcr-h1.html#wp2506882073
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr2/vcr2-cr-book/vcr-h1.html#wp2861553332
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr2/vcr2-cr-book/vcr-h1.html#wp4022815312
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr2/vcr2-cr-book/vcr-h1.html#wp1239454825
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr2/vcr2-cr-book/vcr-i1.html#wp3986668457
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr3/vcr3-cr-book/vcr-l1.html#wp1924808840
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr3/vcr3-cr-book/vcr-m1.html#wp2274937402
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/ios-xml/ios/voice/vcr3/vcr3-cr-book/vcr-m1.html#wp2556713095
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メディアプロファイルを作成して、ノイズリダクション

パラメータを設定します。

media profile nr

CUBEでストリームサービスを有効にします。media profile stream-service

メディアプロファイルビデオを作成します。media profile video

RTPポート範囲を VRFと関連付けます。media-address voice-vrf

音声コールでメディアの非アクティブ（無音）を検出する

メカニズムを指定します。

media-inactivity-criteria

シグナリングメッセージに使用される方法を設定します。midcall-signaling

SIPセッションタイマーを使用するすべてのコールの最小
セッション有効期限（Min-SE）ヘッダーの値を変更しま
す。

min-se

すべての VoIPダイヤルピアに対するリダイレクト要求の
アプリケーション処理を有効にします。

notify redirect

内線電話番号を特定の宛先パターンに拡張する方法を定義

します。

num-exp

ダイアログ内オプションを有効にします。options-ping

発信 SIPメッセージの SIPアウトバウンドプロキシをグ
ローバルに設定します。

outbound-proxy

内部レッグから外部レッグへの SDPのパススルーを有効
にします。

pass-thru content

RFC 3323で定義されるプライバシーサポートをグローバ
ルレベルで設定します。

privacy

グローバルレベルでプライバシーヘッダーポリシーオプ

ションを設定します。

privacy-policy

指定したコールメッセージのデフォルトの進行状況インジ

ケータを上書きして削除する（置き換える）ようにCUBE
でアウトバウンドダイヤルピアを設定します。

Progress_ind

Cisco IOS SIPスタックを設定します。protocol mode

SIPレッグ間の原因コードの受け渡しを有効にします。reason-header override

ゲートウェイ上で SIP電話コールを SIP電話コールにグ
ローバルにリダイレクトします。

redirect ip2ip
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3xxリダイレクトメッセージの処理を有効にします。redirection

CUBEがコール転送中に REFERメッセージを渡すとき
に、ダイヤルピアルックアップと Refer-Toヘッダーの変
更を無効にします。

referto-passing

SIPゲートウェイが、アナログ電話の音声ポート（FXS）、
IP Phone仮想音声ポート（EFXS）、SCCP電話に代わっ
て、E.164番号を外部 SIPプロキシまたは SIPレジストラ
に登録できるようにします。

registrar

SIP暫定応答（100 Trying以外）がリモート SIPエンドポ
イントに確実に送信されるようにします。

rel1xx

Remote-Party-ID SIPヘッダーの変換を有効にします。remote-party-id

Request-URIおよび To SIPヘッダーのホスト部分のパスス
ルーを有効にします。

requri-passing

Bye要求がもう一方のユーザーエージェントに再送信され
る回数を設定します。

retry bye

データパス内のすべての RTCPパケットを渡します。rtcp all-pass-through

RTCPキープアライブレポート生成を設定し、RTCPキー
プアライブパケットを生成します。

rtcp keepalive

RTPパケットのペイロードタイプを指定します。rtp payload-type

RTP音声およびビデオメディアパケットがドロップされ
るまでのメディアループの数を設定します。

rtp-media-loop count

リアルタイムプロトコル範囲を設定します。rtp-port

RTCPパケットをRTPパケットと多重化し、RTPセッショ
ンのRTPヘッダー（SSRC）で複数の同期ソースを送信し
ます。

rtp-ssrc multiplex

SIPセッションの更新をグローバルに有効にします。session refresh（SIP UPDATEセッ
ション更新）

TCPまたは UDPを SIPメッセージの基礎となるトランス
ポート層プロトコルとして使用するように VoIPダイヤル
ピアを設定します。

session transport

着信 PSTN原因コードを SIPエラーステータスコードに
マッピングします。

set pstn-cause
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着信 SIPエラーステータスコードを PSTN原因コードに
マッピングします。

set sip-status

QSIG、Q.931、H.225、および ISUPメッセージの透過トン
ネリングのグローバル設定を構成します。

signaling forward

着信SIPトランク内の信頼できないソースからのSIP要求
を破棄します。

silent discard untrusted

SIPサーバインターフェイスのネットワークアドレスを
設定します。

sip-server

SRTPを使用してセキュアなコールとコールフォールバッ
クを有効にするよう指定します。

srtp

ファイアウォールトラバーサルパラメータを設定するた

めのSTUNコンフィギュレーションモードを開始します。
stun

STUNを使用したファイアウォールトラバーサルを有効
にします。

stun usage firewall-traversal flowdata

補足サービスの通話中のメディア再ネゴシエーションをグ

ローバルに有効にします。

supplementary-service
media-renegotiate

SIPシグナリングタイマーを設定します。timers

SIP TCP、TLS over TCP、またはUDPソケットを介したイ
ンバウンドコールの SIPシグナリングメッセージに SIP
ユーザーエージェント（ゲートウェイ）を設定します。

transport

特定のアプリケーションにセキュア Cisco Unified
Communication IOSサービス環境を設定します。

uc secure-wsapi

特定のアプリケーションに非セキュア Cisco Unified
Communication IOSサービス環境を設定します。

uc wsapi

発信者 IDの更新の送信を有効にします。update-callerid

VoIP SIPコールに SIP、SIP secure（SIPS）、または
telephone（TEL）形式の URLを設定します。

url (SIP)

特定のダイヤルピアを使用して、コールに対して VADを
有効にします。

vad

音声の内部Q850原因コードマッピングを設定し、音声原
因コンフィギュレーションモードを開始します。

voice cause code
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音声クラスコンフィギュレーションモードを開始し、コー

デック音声クラスに識別タグ番号を割り当てます。

voice class codec

複数のアウトバウンドダイヤルピアのグループ化のために

ダイヤルピアグループを作成します。

voice class dpg

ダイヤルピアの複数の宛先E.164パターンを指定するE.164
パターンマップを作成します。

voice class e164-pattern-map

音声のメディアコントロールパラメータを設定します。voice class media

音声クラスコンフィギュレーションモードを開始し、ア

ウトバウンドSIPダイヤルピアから参照可能なサーバーグ
ループ（IPv4および IPv6アドレスのグループ）を設定し
ます。

voice class server-group

CUBE VoIPダイヤルピアと SIPサーバー間の接続をモニ
タリングします。

voice-class sip options-keepalive

ピアコールレッグに送信されるエンティティのリストを設

定します。

voice class sip-copylist

渡される SIPイベントのリストを設定します。voice class sip-event-list

ルート文字列を介して渡されるヘッダーのリストを設定し

ます。

voice class sip-hdr-passthrulist

音声クラス用の SIPプロファイルを設定します。voice class sip-profiles

音声クラスコンフィギュレーションモードを開始し、

srtp-crypto voice classコマンドに IDタグを割り当てます。
voice class srtp-crypto

ダイヤルピアを SIP URIまたは TEL URIに一致させるた
めの音声クラスを作成または変更します。

voice class uri

発生した内部エラーコードをリアルタイムで表示できま

す。

voice iec syslog

内部エラーコード統計の収集を有効にします。voice statistics iec
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